
　日本の研究者による西アジア考古学関連の出版物について、おもに会員の皆様から寄せられた情報に
もとづいて作成しております。
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河中流域に部族社会の原点を探る』121-128頁　六一書房。
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Issue: Formation of Tribal Communities: Integrated Research in the 

Middle Euphrates, Syria: 91-96.
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古学』11号　119-127頁。

有松 唯　2010.3「パルティア期、デーラマン地域の特異性 －カスピ
海南西岸域における鉄器時代Ⅳ期以降の精製土器分布－」『オリ
エント』52巻 2号　47-75頁。
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加藤鎌司（編著）『麦の自然史』87-105頁　北海道大学出版会。
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研究会報告』25号　35-41頁。
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時代墓地」大沼克彦・西秋良宏（編）『紀元前 3千年紀の西アジ
ア　－ユーフラテス河中流域に部族社会の原点を探る』57-66頁　
六一書房。

泉 拓良・辻村純代　2010.3「フェニキアのネクロポリス －レバノン・
ラマリ遺跡の発掘調査－」『考古学が語る古代オリエント　第 17

回西アジア発掘調査報告会報告集』124-129頁　日本西アジア考
古学会。
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Preliminary Report of Excavation at Ramali, in Tyre. Resume: VIIeme 

Congres International des Etudes. Pheniciennes et Puniques, p.26. 
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泉 拓良・藤本 悠　2010.3「カザフスタン・トゥルゲン川扇状地での
クルガンの確認踏査 － 2008年度－」『考古学が語る古代オリエ
ント第 17回西アジア発掘調査報告会報告集』130-135頁　日本
西アジア考古学会。

上杉彰紀　2010.3「南アジアにおける動物土偶に関する覚書 －岡山
市立オリエント美術館所蔵資料の紹介を兼ねて－」『岡山市立オ
リエント美術館研究紀要』24巻　1-42頁。
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秋良宏（編）『紀元前 3千年紀の西アジア　－ユーフラテス河中
流域に部族社会の原点を探る』21-30頁　六一書房。
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Integrated Research in the Middle Euphrates, Syria: 3-8.
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Region -Report of the Ninth Working Season-. Al-Rafi dan 31: 125-162.
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岡田保良　2010.2「計画研究　古代西アジア建築における組積技術の
形態と系譜に関する研究」『Newsletter セム系部族社会の形成』
18　19-20頁。

岡田保良　2010.3「ユーフラテス河中流域の古代遺跡にみる建築組積」
大沼克彦・西秋良宏（編）『紀元前 3千年紀の西アジア －ユーフ
ラテス河中流域に部族社会の原点を探る』67-74頁　六一書房。

小髙敬寛　2010.2「古代オリエントの土器　－その興隆を読み解く」
『オリエンテ』40号　4-10頁。

小髙敬寛　2010.2「トルコ南東部からシリア北部における土器新石器
時代の相対編年研究 －その現状と課題－」菊池徹夫（編）『比較
考古学の新地平』971-980頁　同成社。
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ソポタミアの後期新石器時代を読み解く』」『西アジア考古学』
11号　149-154頁。

加藤慎啓・タンタラカーン　クリアンカモル・阿部善也・中井　泉　
2010.3「新開発のポータブル蛍光 X線分析装置による岡山市立
オリエント美術館所蔵ガラスの化学組成分析 －2007年度調査－」
『岡山市立オリエント美術館研究紀要』24巻　83-90頁。

Kadowaki, S. 2010.4 Holocene Book Review: A Holocene Prehistoric 

Sequence in the Egyptian Red Sea Area: The Tree Shelter. P. M. 

Vermeersch (ed.) Leuven: Leuven University Press. The Holocene 20 

(2): 304-305.

門脇誠二　2010.4「西アジア新石器時代の製粉具に関する技術研究：
アイン・アブ・ネケイレ遺跡の事例」『論集忍路子 Ⅲ』1-36頁　
忍路子研究会。

門脇誠二　2010.6「製粉具と居住形態に関する一考察：アイン・アブ・
ネケイレ遺跡の事例」『日本西アジア考古学会第 15回総会・大
会要旨集』43-48頁　日本西アジア考古学会。

門脇誠二　2010.11「南レヴァント地方、後期新石器時代の石器イン
ダストリーと石刃製作：アル＝バサティン遺跡の接合資料から」
『日本オリエント学会第 52回大会案内・要旨集』15頁　日本オ
リエント学会。

門脇誠二・久米正吾・安倍雅史・仲田大人・西秋良宏　2010.3「ユー
フラテス河中流域の先史時代 －第 2次、第 3次調査（2009）」『考
古学が語る古代オリエント 第 17回西アジア発掘調査報告会報告
集』55-61頁　日本西アジア考古学会。

門脇誠二・近藤康久　2010.10「旧人・新人に関わる石器製作伝統のデー
タベース化：その目的と方法」『第 1回研究大会発表要旨集』34

頁　科学研究費補助金「新学術領域研究」2010－2014「ネアン
デルタールとサピエンス交替劇の真相：学習能力の進化に基づ
く実証的研究」。

河合 望　2010.2「古代エジプトの祭祀遺跡に関する一考察 －エジプ
ト、アブ・シール南丘陵遺跡を中心として－」菊地徹夫（編）『比
較考古学の新地平』1012-1023頁　同成社。

河合 望　2010.9「エジプト、アブ・シール南丘陵頂部で発見された
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と被葬者をめぐって－」『オリエント』53巻 1号　1-30頁。

Kawai, N. 2010.12 Ay versus Horemheb: The Political Situation in the Late 
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Saqqara. Abstracts of Papers, Abusir and Saqqara in the Year 2010, 

Czech Institute of Egyptology, Charles University, Prague.

河端 智　2010.3「ヨルダン・サルト市におけるエコミュージアム構想」
『大阪文化財研究』36号 37-40頁。

Quliyev, F., Y. Nishiaki, F. Hüseynov, S. Kadowaki, K. Tanno, Y. Hayakawa, 

N. Hacizadə, T. Babayeva, Sh. Kume, K. Shimogama, Y. Arimatsu and 

Ch. Akashi 2010 Excavation of a Neolithic Settlement at Göytepe. In M. 

N. Rehimova, T. E. Bunyadov and I. A. Babayev (eds), Azərbaycandə Arxeoloji 
Tədqiqətlar 2009. 45-54. Arxeologiya və Etnoqrafiya nstitutu. (in 

Azeri with Russian and English Summary)

Gibbs, K., S. Kadowaki and E. B. Banning 2010.7 Excavations at a Late 

Neolithic and Early Bronze I al-Basatîn in Wadi Ziqlab, Northern 

Jordan. American Journal of Archaeology 114(3): 511-512.

Cooper, L. 2010.3 Urban Elements in Early Bronze Age Settlements of the 

Northern Euphrates Valley of Syria. Al-Rafidan Special Issue: 

Formation of Tribal Communities: Integrated Research in the Middle 
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久米正吾　2010.1「シリア、テル・ガーネム・アル・アリ遺跡直近の
前期青銅器時代墓地遺跡における墓群構造」『若手研究者成果論
集』平成 17－ 21年度科学研究費補助金特定領域研究「セム系
部族社会の形成 －ユーフラテス河中流域ビシュリ山系の総合研
究－」1-13頁。

久米正吾　2010.2「西アジア新石器時代における白色容器の成形方式
とその分布 －特に籠目圧痕を有する事例を中心として－」菊池
徹夫（編）『比較考古学の新地平』981-992頁　同成社。

久米正吾　2010.5「西アジア新石器時代における石膏プラスター素材
調整技術とその通時的変異 －シリア、テル・セクル・アル・ア
ヘイマル遺跡での床材と白色容器の比較を通じて－」『史葉』3

号 1-8頁　加藤建設株式会社学術奨励助成金事務局。
久米正吾　2010.6「墓から迫るセム系部族社会の形成」『若手研究者

が挑むセム系部族社会の形成 －ユーフラテス川中流域の青銅器
時代考古学 －発表要旨集』13-18頁　岡山市立オリエント美術館。

久米正吾・沼本宏俊　2010.1「ガーネム・アル＝アリ遺跡直近の前期
青銅器時代墳墓群の調査（Ⅱ）」『Newsletter セム系部族社会の形
成』17　6-13頁。

久米正吾・沼本宏俊　2010.3「ガーネム・アル＝アリ遺跡直近の前期
青銅器時代墳墓群の調査」大沼克彦・西秋良宏（編）『紀元前 3

千年紀の西アジア －ユーフラテス河中流域に部族社会の原点を
探る』45-55頁　六一書房。

久米正吾・沼本宏俊　2010.3「ユーフラテス川流域の古代墓を探る　
－シリア、ビシュリ山系ガーネム・アル・アリ遺跡近郊墓域の
第 3次・4次調査（2009年）－」『考古学が語る古代オリエント　
第 17回西アジア発掘調査報告会報告集』82-88頁　日本西アジ
ア考古学会。

クラスィミル　レシュタコ（千本真生訳）　2010.3「上トラキア平野
の青銅器時代（1）」『東海史学』44号　139-166頁　東海大学史
学会。

小泉龍人　2010.1「メソポタミアの都市化における快適な空間の形成　
－直線的街路と多様な街区の重層的景観－」『西アジア・エジプ
トにおける古代都市の成立と発展 －都市景観の背後にあるもの
－』25-30頁　日本西アジア考古学会。

小泉龍人　2010.2「西アジアの火 －土器焼成窯と温度－」菊池徹夫
（編）『比較考古学の新地平』993-1002頁　同成社。

小泉龍人　2010.2「新収蔵品紹介『ウバイド彩文土器』」『オリエンテ』
40号　1-3頁。

小泉龍人　2010.5「外国考古学研究の動向：西アジア」『日本考古学
年報』61　91-97頁。

小泉龍人　2010.9「都市の起源と西アジア －より快適な暮らしを求
めて－」後藤明・木村喜博・安田喜憲（編）『朝倉世界地理講座　
－大地と人間の物語－　第 6巻　西アジア』50-82頁　朝倉書店。
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要都市」『西アジア・エジプトにおける古代都市の成立と発展　
－都市　景観の背後にあるもの－』51-99頁　日本西アジア考古
学会。

小茄子川歩　2010.3「インド考古学通信（2）」『古代文化』61（4）。
小茄子川歩　2010.3「ファイズ・ムハンマド式土器とその意義　－岡

山市立オリエント美術館所蔵資料の紹介を兼ねて－」『岡山市立
オリエント美術館研究紀要』24巻　43-82頁。

小茄子川歩　2010.6「右向きのモチーフが刻まれたインダス式印章」
『日本西アジア考古学会第 15回総会・大会要旨集』11-16頁。日
本西アジア考古学会。

小茄子川歩　2010.6「インド考古学通信（3）」『古代文化』62（1）。
小茄子川歩　2010.9「インド考古学通信（4）」『古代文化』62（2）。
小茄子川歩　2010.12「インド考古学通信（5）」『古代文化』62（3）。
近藤二郎・吉村作治・菊地敬夫・柏木裕之・河合　望・西坂朗子・

高橋寿光　2010.3「第 2次ルクソール西岸アル＝コーカ地区調査
概報」『エジプト学研究』第 16号　47-78頁。

近藤康久　2010.6「オマーン青銅器時代の墳墓群の空間構造に関する
一考察」『日本西アジア考古学会第 15回大会要旨集』23-28頁　
日本西アジア考古学会。

近藤康久　2010.9「オマーン・バート遺跡群」『考古学研究』57巻 2

号　118-120頁。
近藤康久　2010.11「GISと高精度センシング技術の活用によるオマー

ン青銅器時代遺跡群の空間構造の研究」『CSIS DAYS 2010研究
アブストラクト集』22頁　東京大学空間情報科学研究センター。

近藤康久　2010.11「2010年代の考古データベースはどう展開する
か？」『第 16回公開シンポジウム「人文科学とデータベース」
論文集』19-28頁　第 16回公開シンポジウム「人文科学とデー
タベース」実行委員会。

近藤康久　2010.12「中東オマーンの世界遺産をデジタル技術で測る、
調べる」『文化財を測る、知る、伝えるの最前線 －空間情報科学
と測量・計測技術を用いた文化財研究－』37頁　国立文化財機
構奈良文化財研究所。

近藤康久・門脇誠二・西秋良宏　2010.12「考古学におけるネットワー
ク・コンピューティング：『旧人・新人交替劇』関連遺跡データベー
スの取り組み」『情報処理学会シンポジウムシリーズ』2010（15）
号　173-180頁　情報処理学会。

紺谷亮一・クトゥル　エムレ・フィクリ　クラックオウル・須藤寛史・
山口雄治・津村宏臣・岸田　徹・早川裕弌　2010.3「エイリキョ
イ遺跡における考古地理学的調査 －トルコ共和国カイセリ県に
おける一般調査の一成果－」『岡山市立オリエント美術館研究紀
要』24巻　91-108頁。

西藤清秀　2009.12「古代パルミラ地下墓の大衆化」『第 16回ヘレニ
ズム～イスラーム考古学研究会』68-75頁　ヘレニズム～イス
ラーム考古学研究会。
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